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▪ 集計に当たっては、意見の分野分け（主分類）を行い、さらに関連するキーワードを抽出（タグ付

け）しました。書かれた文字から意図を推測した上でのタグ付けですので、元々の趣旨とははずれ

てしまっている場合もありますが、あくまでも「目安」ということでご了承をお願いいたします。 

 

【参加者内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【閲覧用サイト】 

▪ 参加者が張り出した意見は、下記の URL からキーワードごとに絞り込みながら閲覧可能です。 

 
 

http://www.cultivate-inc.jp/wp/mirai/ 
 

種別 人数 

行政 8 

宿泊施設 21 

観光施設 7 

交通 2 

エージェント 1 

その他 10 

マスコミ 1 

大学 1 

FAJ 沖縄サロン 9 

総計 60 



沖縄観光の20年後を考えるワールドカフェ　結果　分類別一覧表 沖縄観光の未来を考える会

Code 主分類（タグ1） 得票
1.1. 自然環境保全 20 |||||||||||||||||||| ＜参加者に記入していただいた様式＞
1.2. 低炭素型社会 8 ||||||||
1.3. 伝統文化継承 7 |||||||
2. 心豊かで安心・安全な暮らし 23 ||||||||||||||||||||||| 2030年4月、沖縄観光は
3.1. 人・資源・観光が調和した交流型社会 27 ||||||||||||||||||||||||||| ○○○
3.2. 世界水準リゾート地 46 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| となっていたい。
3.3. 県民意識向上 38 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||| そのためには、
3.4. ゾーニング 18 |||||||||||||||||| ○○年頃までに
3.5. 交通インフラ 13 ||||||||||||| ○○○
3.6. 高付加価値型観光 9 ||||||||| に取り組むことが必要。
3.7. その他 11 |||||||||||

総計 220

Code 主分類（タグ1） サブ分類（その他のキーワード） 2030年になっていたい姿 ○年までに 必要な取り組み

1.1. 自然環境保全 環境配慮型観光 Eco Showcase観光ができるように 2015年
可能なエンロン－手法の実証とそのプレゼン体制を
作り出す

1 |

資源の保全・活用 ２０１０年４月よりも自然環境を大事にするもの 2010年 環境負荷の低減 1 |
自然共存できる日本が一番あこがれる観光地 2012年 海（サンゴなど）の保全、緑（森）の保全 2 ||

資源の保全・活用,観
光総合計画・条例

海を利用した人全員がサンゴ保護をする県 2020年 県観光課を含め条例等をつくること 3 |||

世界自然遺産,ゾーニ
ング,ルールづくり

世界自然遺産に登録され、自然保護区域がしっかりと
設定され、多様な生物の宝庫として地球的レベルの

2015年 エリアごとに自然保護のためのルールづくり 7 |||||||

世界自然遺産,資源の
保全・活用

環境が保全され、世界自然遺産に登録され、恒久的
な観光産業が完成する

2015年 環境保全プログラムを完成させる 4 ||||

伝統文化,観光総合計
画・条例

自然と文化が今よりも魅力的に残っている島 2012年
２１世紀ビジョンに基づいた保全条約や町づくり計画
の策定

2 ||

1.1. 合計 20

1.2. 低炭素型社会
交通インフラ,EVの普
及,教育・人材育成

環境教育のモデル地区 2030年 EV車の導入、低炭素型社会の構築 2 ||

交通インフラ,環境配
慮型観光,EVの普及

EV化 2020年 EVのインフラ整備 2 ||

2030年 タクシーはすべてEV化 1 |
レンタカーを全車EVに 2015年 充電施設などの完備 2 ||

交通インフラ,環境配
慮型観光,観光総合計
画・条例

自転車道路が北から南へ整備されている（県内1周） 2010年 県で検討して計画等にいれる 1 |

1.2. 合計 8

1.3. 伝統文化継承
ふれあい,教育・人材
育成

伝統文化を大事にし、人と人の触れ合いを大切にす
る観光地

2010年
一人ひとりが子供のころから教育する（外からも沖縄
を見る）

2 ||

教育・人材育成 県民の５０％が三線がひける人 2015年 小学校・中・高で三線を教えること 3 |||
伝統芸能（琉舞、沖縄空手、エイサー、三線）が誰もが
できる島

2010年 小学校から教える、体験、学べる所 2 ||

1.3. 合計 7

2. 心豊かで安心・安全な暮らし
バリアフリー,教育・人
材育成

言語や交通、表示などあるもの全てがユニバーサル
になってほしい。例：バリアフリー化（障害者）、外国
人、子供も高齢者も、、、

2020年
学校と家庭に対してユニバーサル化の意義や必要性
を教育する仕組み⇒しいては、それが観光のユニ
バーサル化となる

2 ||

環境整備・美化 美しい沖縄 2010年 明日から子供と一緒に！！一日１ヶゴミを拾います。 7 |||||||
環境整備・美化,花いっ
ぱい

沖縄らしさが残る島 2020年
地域毎に花や緑を活用した活性化（例：国際通りは徹
底的にハイビスカス）

2 ||

豊かな自然が残って道路には花いっぱい（在来種） 2010年 在来種の植物の選定と植えること 5 |||||
環境整備・美化,施設・
インフラ整備,交通イン

沖縄らしさが残る島 2025年 海岸沿いを砂浜にし、沖縄一周散歩ができる整備 1 |

基地の整理縮小
より長寿を目指した島で全国各地からロングステイで
きる空家、外人住宅等を利用した中で、人口を増やし
た島で人が行きかう島

2020年 基地や建物の整理 1 |

健康・長寿 長寿と健康で有名 2010年
われわれから食事（地産地消・野菜）や浜辺ウォーク
を推進する

1 |

交通インフラ 日本一老人がくらしやすい場所 2020年
沖縄島全体に鉄道が敷かれている。電車が走ってい
るかな？

1 |

産学官協働 官・民・学すべてが連携している未来を創っている 2015年 広域連合のような連携しているファシリなシステム 1 |
統合医療 統合医療の先進国（県） 2015年 人材（教育）確保、先進医療の誘致 2 ||

2. 合計 23

3.1. 人・資源・観光が調和した交流型社会
ホスピタリティ,資源の
保全・活用,多言語対

島人も世界からの観光客も自然と共にわくわく超～楽
しく生活している

2030年
今生きているお年寄りから話をきいて昔も取り入れ、
新しい、英語・中国語／おもてなしの心の教育をす

8 ||||||||

環境配慮型観光,教
育・人材育成,環境整
備・美化

万国津梁の精神とモラル（民度の高い）を兼ねた、自
然と文化伝統芸能を愛する県民によるグローバル環
境配慮型の沖縄県

2012年
１．クリーンアップ法（シンガポール）２．教育に観光学
を取り入れる

1 |

環境配慮型観光,教
育・人材育成,交通イン
フラ,多言語対応

アジアNo.1の環境配慮型の観光資源を武器にした国
際化に適用した県民による希望と活気に満ちあふれ
る沖縄県

2015年
１．青少年の国際化重視の教育確立、２．沖縄オリジ
ナル環境法の整備、３．空港インフラと南北の電車開
通、４．県内各施設の多言語標識

9 |||||||||

観光総合計画・条例,
教育・人材育成

地域の人達が大切に思う自然や文化を残しつつ、そ
れを目当てに人がやって来る持続的なもの

2020年
地域ごとの持続的観光戦略づくり（実現のためのしく
みづくり、人づくりを含む）

5 |||||

観光総合計画・条例,
産学官協働

国内外からの来県者のタメの観光でなく、地元の人も
参加し、交流出来る新産業

2015年
他産業連携プログラムと行政の横断的アクションプラ
ン作成

1 |

教育・人材育成
自然・文化・歴史等を含めた、国内・海外から多くの人
達が学べる場所（交流の場）

2020年
県民１人１人が意識して環境や自然保護に努め、教
育（言語、文化）等、早い時期から（小学校）の授業

3 |||

3.1. 合計 27

3.2. 世界水準リゾート地 世界の中で５本指に入る観光地 2015年
“らしさ”を磨く（ゾーニング等）、新しい沖縄ブランドの
確立（EVカーの普及モデルの確立）

1 |

世界中の人々から愛される国際的なリゾート 2030年
早期の基地返還を実現し、基地跡地を国際リゾートと
して整備

2 ||

ゾーニング
豊かな自然とリゾート、ショッピングも楽しめる“日本”
の全ての魅力を沖縄だけで満喫できるアジアＮＯ１の
リゾートアイランド

2015年
地域の多様な自然・文化に応じたゾーニングのグラン
ドプランが必要。どこを残し、どこを開発するのか

2 ||

ゾーニング,観光総合
計画・条例

アジアの観光の中心地 2020年
沖縄らしさ（環境、文化）を残す条令が確立されている
（ゾーニング）

1 |

ゾーニング,教育・人材
育成,語学教育

海外から５００万人の誘客を実現している、アジア随
一のリゾートアイランド

2015年
自然保護のためのルールづくり。地域の独自性残し
たゾーニング。観光ガイド（多言語化）の充実

1 |

教育・人材育成,資源
の保全・活用,多言語

アジアでの一番の観光地 2020年
人財育成の確立、保全への取組みの確立。インバウ
ンド受入れ環境の確立

1 |

教育・人材育成,資源
の保全・活用,伝統文

沖縄の普遍の価値・財産を守りつつ、観光客にアピー
ルできる沖縄＝いつまでも住みたい沖縄

2030年
人材育成、自然環境の保全、伝統文化の再発見（再
確認、再生）、新たな魅力の創造

2 ||

教育・人材育成,多言
語対応

観光従事者（に限らず）が、ウチナーンチュは英語と
方言が話せるように

2020年 学校教育に完全にとりいれる 1 |

得票

4



沖縄観光の20年後を考えるワールドカフェ　結果　分類別一覧表 沖縄観光の未来を考える会

Code 主分類（タグ1） サブ分類（その他のキーワード） 2030年になっていたい姿 ○年までに 必要な取り組み 得票
大成功。外国人も日本人も沖縄を素晴らしい観光地と
認め、あこがれるような地。環境と人間に礼を尽くす新
守礼之邦。県民の殆どが三ヶ国語（日英中）を話せる
島

2020年

沖縄の自然・文化・歴史のテキスト（全県版・各地域
版）日本語、英語、中国語の三ヶ国語版を用意すると
同時に小学校、中学校、高校、大学にて観光立県（新
守礼之邦）づくりに貢献する人材教育

6 ||||||

交通インフラ,多言語
対応

世界の中で５本指に入る観光地 2015年
海外客受入れインフラの整備＊訴求素材のブラッシュ
アップ（大型旅客船バース、多言語インフラの普及）

1 |

国際イベント
外国人が旅行（滞在）しやすい観光地となっており、ア
ジアのみならず欧米や中南米、アフリカなど多国籍の
国際観光地

2015年
具体的な国際イベントの誘致をかかげ、アクションを
開始（例えば万博やスポーツの祭典など）

3 |||

資源・人・観光が調和
した交流型社会

“観光”の枠がなくなっていたい 2020年 日常・環境自然・おもてなしが連携した仕組みづくり 8 ||||||||

資源・人・観光が調和
した交流型社会,教育・
人材育成

自然、文化、ホスピタリティーが融合した観光地（今ま
で以上に）

2012年
地域の伝統行事・文化・芸能の教育カリキュラムの作
成

1 |

資源の保全・活用
いくつかの場所では、何ヶ月か、何年か待ってでも、
行ってみたいと思う世界的にみても付加価値の高いも

2020年
モデル地域の選定と保護と利用のルールの設定。そ
れをうまく回す資金メカニズムの構築

1 |

世界中の人が分かる観光地 2020年
サンゴの植えつけなど昔の自然取り戻す努力を県民
全員で

1 |

世界自然遺産
アジアのみならず世界中から人の集まる魅力的なも
の

2020年
世界中に売り出せるタイトルを持つこと（例えば世界
自然遺産登録）

1 |

世界自然遺産,資源の
保全・活用

世界自然遺産に登録され、国際観光地 2020年
基地返還後の自然保護に関する明確なアクションプラ
ンを策定する事

1 |

多言語対応 外国の方もターゲットとする観光地 2020年 外国語教育 1 |
外国語（英語、中国語など）と方言が話せる島 2015年 学校授業でとり入れる 1 |
国際的に開かれたリゾート地 2012年 語学教育（中国語・英語）の小学生からの実施 2 ||
世界に誇れるリゾート地 2020年 県民の３分の１が英語・中国語（方言）をマスターする 1 |
世界中の人々から愛される国際的なリゾート 2015年 多言語のオンラインサービスの創出 1 |

2020年
県民の半数以上が、英語か中国語が話せるような人
材育成

4 ||||

入域者の５０％が海外インバウンドゲスト 2020年 案内板の多言語化にする 1 |
半分は外国人観光客になっている（１０００万人） 2020年 県民の人口の半分がバイリンガルになる（中国語、英 1 |

3.2. 合計 46
3.3. 県民意識向上 高級から普通の上等 2015年 沖縄の良いところを県民にアピールすること 1 |

毎週1回は観光の休日を作る（文化・自然・教育） 2010年 (空白) 1 |
ホスピタリティ,教育・人
材育成

沖縄の人のホスピタリティ）おもてなしの心をアピール
できるもの

2015年 観光のための人づくり（教育） 1 |

教育。もともとあるホスピタリティーをみんながものお
じせず、全ての人に与えている

2015年
ホスピタリティーの数値化する。（ゆるゆるの数値でい
い）

1 |

県民１人１人が営業マン・主役 2010年 意識と教育（キーワード） 2 ||
県民みんなが観光大使（宣伝マン） 2020年 沖縄の歴史・文化・環境や外国語の教育 3 |||
県民一人ひとりが営業マン・主役 2010年 定期的に沖縄に関する教育の日を作る 1 |
県民一人ひとりが超優良コンシェルジュ 2010年 地元の文化・伝統、そして自然の知識を増やすこと 1 |

県民一人一人が観光大使で活やくしている人 2015年
小、中学校の教育の中で、沖縄の文化・歴史・自然を
学び、発表できる力を上げる事

6 ||||||

県民一人一人が観光大使で活躍している人 2020年
一定期間（１年とか３年）の県外（国内・外国）留学で
沖縄の良さを再認識してPRできる事

2 ||

県民全員がコンシェルジュ 2012年
学校の授業に観光を学ぶ時間をつくる。“国語、算
数、理科、観光”

14 ||||||||||||||

人が観光資源の根本 2030年
できる範囲で少しずつ考える。人が変革し、創造豊か
にくらせる様に夢を持たせる。人を巻き込み、魅せるこ
との楽しさを楽しむ。シンプルに理由がある事。

3 |||

全ての県民が観光客への案内人 2012年 学校教育へ観光学を取り入れる事 1 |
世界水準リゾート地 グローバルスタンダードの時間が通じる観光地 2015年 てーげー主義もときにはたいがいにすること 1 |

3.3. 合計 38

3.4. ゾーニング
EVの普及,花いっぱい,
観光総合計画・条例

本島+周辺の島々を含め計画的にゾーニングされた
観光地であって欲しい（マスの観光客が動くエリア、日
本ならではの高級ビーチリゾートエリア、不便さと自然
の残るエリア・・・など）環境と開発のバランスを間違え

2020年
短期的投資と長期的視野での投資（EVインフラ整備・
サンゴや花木の植え付け）をバランスよく計画的に実
行するべき

11 |||||||||||

プログラム開発 観光圏ゾーニングの見直し 2011年 商品造成（旅行者・業界と一体となって） 1 |
観光総合計画・条例 ゾーニングが進み、各地域が魅力的で楽しく活性化し 2015年 各地域での調査や沖縄全体のエリアの振り分け 2 ||

ゾーニングされたメリハリのある姿の沖縄で、目的に
応じた観光ができるように

2012年 ゾーニングの計画を立てる 1 |

街並の形成（ゾーニングの推進） 2012年 行政で作成 1 |
観光総合計画・条例,
ルールづくり

ゾーン別に特化した地域・街づくりを行う（開発の促進
と制御）

2012年 規制・ルールづくり 1 |

資源の保全・活用
ゾーニングされたメリハリのある姿の沖縄で、目的に
応じた観光ができるように

2012年 各地の残し、のばすべきものを明らかにしていく 1 |

3.4. 合計 18
3.5. 交通インフラ エコをかかげるのに恥ずかしくない観光地 2020年 公共交通機関の整備 1 |

移動するだけで楽しい沖縄。公共インフラが整備され
ている

2020年 交通管理システムができ、ICTで利用できるように 1 |

移動のしやすい観光地 2020年
南北（那覇～名護）を縦断する移動手段の形成（モノ
レール延伸、地下鉄）

5 |||||

観光や移動手段として使える海中道路を完成させて
いたい

2020年
現在ある海中道路をヒントに設置地域の特定・土壌調
査など

1 |

全ての観光客に対応できる交通システムがある観光
地

2015年
環境に配慮した交通手段の導入。既存の公共交通シ
ステムの改築（例：どこでも乗れるバス。定時運行）

1 |

台風や渋滞のない移動手段を持つように 2030年 小型超電導船の開発 1 |
バリアフリー バリアフリーのやさしい観光地 2012年 路面電車の整備に着手する 1 |
施設・インフラ整備,教
育・人材育成

ハブ 2025年 空港、施設、人材、環境などの整備 2 ||

3.5. 合計 13
3.6. 高付加価値型観光 色々な生活（ライフスタイル）を楽しめる「地」 2015年 色々な人がロングステイ・移住できる仕組み作り 1 |

施設・インフラ整備 海中道路で自然水族館が楽しめる島 2015年
環境省に要請をして自然水族館が楽しめる施設整備
（予算獲得を含む）

4 ||||

外国人観光客が増え、カジノやテーマパークなどの新
しい魅力のある島

2015年 カジノやテーマパークをつくる優良外資企業の誘致 3 |||

資源の保全・活用 観光客の「役に立ちたい」気持ちを満足させる地域 2015年 プログラムの整備（サンゴの移植とか） 1 |
3.6. 合計 9

3.7. その他 祭り・イベント
北半球最大の祭りイベント「北海道札幌よさこいソー
ラン」に匹敵する祭りを琉大生よ！北大生に負ける

2010年
伝統的なエイサーの若いリーダー格の人材をまとめ
て「よさこいソーラン」の視察をすると良い！

2 ||

次世代育成,教育・人
材育成

人材（財）若返り（２０～３０代） 2011年 若年層観光人材ネットワークを構築すること 8 ||||||||

情報発信 世界より注目される観光地 2012年 ＩＴ産業とコラボした情報発信インフラ計画を作る 1 |
3.7. 合計 11
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沖縄観光の20年後を考えるワールドカフェ　結果　分類別一覧表 沖縄観光の未来を考える会

○年までに 主分類（タグ1） 必要な取り組み 2030年になっていたい姿
2010年4月 自然環境保全 環境負荷の低減 ２０１０年４月よりも自然環境を大事にするもの 1 |

低炭素型社会 県で検討して計画等にいれる 自転車道路が北から南へ整備されている（県内1周） 1 |

伝統文化継承
一人ひとりが子供のころから教育する（外からも沖
縄を見る）

伝統文化を大事にし、人と人の触れ合いを大切にす
る観光地

2 ||

心豊かで安心・安全な暮らし
われわれから食事（地産地消・野菜）や浜辺ウォー
クを推進する

長寿と健康で有名 1 |

明日から子供と一緒に！！一日１ヶゴミを拾いま 美しい沖縄 7 |||||||
県民意識向上 意識と教育（キーワード） 県民１人１人が営業マン・主役 2 ||

地元の文化・伝統、そして自然の知識を増やすこと 県民一人ひとりが超優良コンシェルジュ 1 |
定期的に沖縄に関する教育の日を作る 県民一人ひとりが営業マン・主役 1 |
(空白) 毎週1回は観光の休日を作る（文化・自然・教育） 1 |

2010年12月 伝統文化継承 小学校から教える、体験、学べる所
伝統芸能（琉舞、沖縄空手、エイサー、三線）が誰も
ができる島

2 ||

心豊かで安心・安全な暮らし 在来種の植物の選定と植えること 豊かな自然が残って道路には花いっぱい（在来種） 5 |||||

その他
伝統的なエイサーの若いリーダー格の人材をまとめ
て「よさこいソーラン」の視察をすると良い！

北半球最大の祭りイベント「北海道札幌よさこいソー
ラン」に匹敵する祭りを琉大生よ！北大生に負ける

2 ||

2011年 ゾーニング 商品造成（旅行者・業界と一体となって） 観光圏ゾーニングの見直し 1 |
その他 若年層観光人材ネットワークを構築すること 人材（財）若返り（２０～３０代） 8 ||||||||

2012年 自然環境保全
２１世紀ビジョンに基づいた保全条約や町づくり計画
の策定

自然と文化が今よりも魅力的に残っている島 2 ||

海（サンゴなど）の保全、緑（森）の保全 自然共存できる日本が一番あこがれる観光地 2 ||

人・資源・観光が調和した交流型社会
１．クリーンアップ法（シンガポール）２．教育に観光
学を取り入れる

万国津梁の精神とモラル（民度の高い）を兼ねた、
自然と文化伝統芸能を愛する県民によるグローバ
ル環境配慮型の沖縄県

1 |

世界水準リゾート地 語学教育（中国語・英語）の小学生からの実施 国際的に開かれたリゾート地 2 ||
地域の伝統行事・文化・芸能の教育カリキュラムの
作成

自然、文化、ホスピタリティーが融合した観光地（今
まで以上に）

1 |

県民意識向上
学校の授業に観光を学ぶ時間をつくる。“国語、算
数、理科、観光”

県民全員がコンシェルジュ 14 ||||||||||||||

学校教育へ観光学を取り入れる事 全ての県民が観光客への案内人 1 |

ゾーニング ゾーニングの計画を立てる
ゾーニングされたメリハリのある姿の沖縄で、目的に
応じた観光ができるように

1 |

各地の残し、のばすべきものを明らかにしていく
ゾーニングされたメリハリのある姿の沖縄で、目的に
応じた観光ができるように

1 |

規制・ルールづくり
ゾーン別に特化した地域・街づくりを行う（開発の促
進と制御）

1 |

行政で作成 街並の形成（ゾーニングの推進） 1 |
交通インフラ 路面電車の整備に着手する バリアフリーのやさしい観光地 1 |
その他 ＩＴ産業とコラボした情報発信インフラ計画を作る 世界より注目される観光地 1 |

2015年 自然環境保全 エリアごとに自然保護のためのルールづくり
世界自然遺産に登録され、自然保護区域がしっかり
と設定され、多様な生物の宝庫として地球的レベル
の観光地

7 |||||||

可能なエンロン－手法の実証とそのプレゼン体制を
作り出す

Eco Showcase観光ができるように 1 |

環境保全プログラムを完成させる
環境が保全され、世界自然遺産に登録され、恒久的
な観光産業が完成する

4 ||||

低炭素型社会 充電施設などの完備 レンタカーを全車EVに 2 ||
伝統文化継承 小学校・中・高で三線を教えること 県民の５０％が三線がひける人 3 |||
心豊かで安心・安全な暮らし 広域連合のような連携しているファシリなシステム 官・民・学すべてが連携している未来を創っている 1 |

人材（教育）確保、先進医療の誘致 統合医療の先進国（県） 2 ||

人・資源・観光が調和した交流型社会

１．青少年の国際化重視の教育確立、２．沖縄オリ
ジナル環境法の整備、３．空港インフラと南北の電
車開通、４．県内各施設の多言語標識

アジアNo.1の環境配慮型の観光資源を武器にした
国際化に適用した県民による希望と活気に満ちあ
ふれる沖縄県

9 |||||||||

他産業連携プログラムと行政の横断的アクションプ
ラン作成

国内外からの来県者のタメの観光でなく、地元の人
も参加し、交流出来る新産業

1 |

世界水準リゾート地
“らしさ”を磨く（ゾーニング等）、新しい沖縄ブランド
の確立（EVカーの普及モデルの確立）

世界の中で５本指に入る観光地 1 |

海外客受入れインフラの整備＊訴求素材のブラッ
シュアップ（大型旅客船バース、多言語インフラの普

世界の中で５本指に入る観光地 1 |

学校授業でとり入れる 外国語（英語、中国語など）と方言が話せる島 1 |

具体的な国際イベントの誘致をかかげ、アクションを
開始（例えば万博やスポーツの祭典など）

外国人が旅行（滞在）しやすい観光地となっており、
アジアのみならず欧米や中南米、アフリカなど多国
籍の国際観光地

3 |||

自然保護のためのルールづくり。地域の独自性残し
たゾーニング。観光ガイド（多言語化）の充実

海外から５００万人の誘客を実現している、アジア随
一のリゾートアイランド

1 |

多言語のオンラインサービスの創出 世界中の人々から愛される国際的なリゾート 1 |

地域の多様な自然・文化に応じたゾーニングのグラ
ンドプランが必要。どこを残し、どこを開発するのか

豊かな自然とリゾート、ショッピングも楽しめる“日
本”の全ての魅力を沖縄だけで満喫できるアジアＮ
Ｏ１のリゾートアイランド

2 ||

県民意識向上 てーげー主義もときにはたいがいにすること グローバルスタンダードの時間が通じる観光地 1 |
ホスピタリティーの数値化する。（ゆるゆるの数値で
いい）

教育。もともとあるホスピタリティーをみんながものお
じせず、全ての人に与えている

1 |

沖縄の良いところを県民にアピールすること 高級から普通の上等 1 |

観光のための人づくり（教育）
沖縄の人のホスピタリティ）おもてなしの心をアピー
ルできるもの

1 |

小、中学校の教育の中で、沖縄の文化・歴史・自然
を学び、発表できる力を上げる事

県民一人一人が観光大使で活やくしている人 6 ||||||

ゾーニング 各地域での調査や沖縄全体のエリアの振り分け ゾーニングが進み、各地域が魅力的で楽しく活性化 2 ||

交通インフラ
環境に配慮した交通手段の導入。既存の公共交通
システムの改築（例：どこでも乗れるバス。定時運

全ての観光客に対応できる交通システムがある観
光地

1 |

高付加価値型観光 カジノやテーマパークをつくる優良外資企業の誘致
外国人観光客が増え、カジノやテーマパークなどの
新しい魅力のある島

3 |||

プログラムの整備（サンゴの移植とか） 観光客の「役に立ちたい」気持ちを満足させる地域 1 |
環境省に要請をして自然水族館が楽しめる施設整
備（予算獲得を含む）

海中道路で自然水族館が楽しめる島 4 ||||

色々な人がロングステイ・移住できる仕組み作り 色々な生活（ライフスタイル）を楽しめる「地」 1 |

得票数
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沖縄観光の20年後を考えるワールドカフェ　結果　分類別一覧表 沖縄観光の未来を考える会

○年までに 主分類（タグ1） 必要な取り組み 2030年になっていたい姿 得票数
2020年 自然環境保全 県観光課を含め条例等をつくること 海を利用した人全員がサンゴ保護をする県 3 |||

低炭素型社会 EVのインフラ整備 EV化 2 ||

心豊かで安心・安全な暮らし
沖縄島全体に鉄道が敷かれている。電車が走って
いるかな？

日本一老人がくらしやすい場所 1 |

学校と家庭に対してユニバーサル化の意義や必要
性を教育する仕組み⇒しいては、それが観光のユニ
バーサル化となる

言語や交通、表示などあるもの全てがユニバーサル
になってほしい。例：バリアフリー化（障害者）、外国
人、子供も高齢者も、、、

2 ||

基地や建物の整理
より長寿を目指した島で全国各地からロングステイ
できる空家、外人住宅等を利用した中で、人口を増
やした島で人が行きかう島

1 |

地域毎に花や緑を活用した活性化（例：国際通りは
徹底的にハイビスカス）

沖縄らしさが残る島 2 ||

人・資源・観光が調和した交流型社会
県民１人１人が意識して環境や自然保護に努め、教
育（言語、文化）等、早い時期から（小学校）の授業

自然・文化・歴史等を含めた、国内・海外から多くの
人達が学べる場所（交流の場）

3 |||

地域ごとの持続的観光戦略づくり（実現のためのしく
みづくり、人づくりを含む）

地域の人達が大切に思う自然や文化を残しつつ、そ
れを目当てに人がやって来る持続的なもの

5 |||||

世界水準リゾート地
サンゴの植えつけなど昔の自然取り戻す努力を県
民全員で

世界中の人が分かる観光地 1 |

モデル地域の選定と保護と利用のルールの設定。
それをうまく回す資金メカニズムの構築

いくつかの場所では、何ヶ月か、何年か待ってでも、
行ってみたいと思う世界的にみても付加価値の高い
もの

1 |

案内板の多言語化にする 入域者の５０％が海外インバウンドゲスト 1 |
沖縄の自然・文化・歴史のテキスト（全県版・各地域
版）日本語、英語、中国語の三ヶ国語版を用意する
と同時に小学校、中学校、高校、大学にて観光立県
（新守礼之邦）づくりに貢献する人材教育

大成功。外国人も日本人も沖縄を素晴らしい観光地
と認め、あこがれるような地。環境と人間に礼を尽く
す新守礼之邦。県民の殆どが三ヶ国語（日英中）を
話せる島

6 ||||||

沖縄らしさ（環境、文化）を残す条令が確立されてい
る（ゾーニング）

アジアの観光の中心地 1 |

外国語教育 外国の方もターゲットとする観光地 1 |

学校教育に完全にとりいれる
観光従事者（に限らず）が、ウチナーンチュは英語と
方言が話せるように

1 |

基地返還後の自然保護に関する明確なアクションプ
ランを策定する事

世界自然遺産に登録され、国際観光地 1 |

県民の３分の１が英語・中国語（方言）をマスターす 世界に誇れるリゾート地 1 |
県民の人口の半分がバイリンガルになる（中国語、
英語）

半分は外国人観光客になっている（１０００万人） 1 |

県民の半数以上が、英語か中国語が話せるような
人材育成

世界中の人々から愛される国際的なリゾート 4 ||||

人財育成の確立、保全への取組みの確立。インバ
ウンド受入れ環境の確立

アジアでの一番の観光地 1 |

世界中に売り出せるタイトルを持つこと（例えば世界
自然遺産登録）

アジアのみならず世界中から人の集まる魅力的なも
の

1 |

日常・環境自然・おもてなしが連携した仕組みづくり “観光”の枠がなくなっていたい 8 ||||||||

県民意識向上
一定期間（１年とか３年）の県外（国内・外国）留学で
沖縄の良さを再認識してPRできる事

県民一人一人が観光大使で活躍している人 2 ||

沖縄の歴史・文化・環境や外国語の教育 県民みんなが観光大使（宣伝マン） 3 |||

ゾーニング
短期的投資と長期的視野での投資（EVインフラ整
備・サンゴや花木の植え付け）をバランスよく計画的
に実行するべき

本島+周辺の島々を含め計画的にゾーニングされた
観光地であって欲しい（マスの観光客が動くエリア、
日本ならではの高級ビーチリゾートエリア、不便さと
自然の残るエリア・・・など）環境と開発のバランスを

11 |||||||||||

交通インフラ
現在ある海中道路をヒントに設置地域の特定・土壌
調査など

観光や移動手段として使える海中道路を完成させて
いたい

1 |

交通管理システムができ、ICTで利用できるように
移動するだけで楽しい沖縄。公共インフラが整備さ
れている

1 |

公共交通機関の整備 エコをかかげるのに恥ずかしくない観光地 1 |
南北（那覇～名護）を縦断する移動手段の形成（モノ
レール延伸、地下鉄）

移動のしやすい観光地 5 |||||

2025年 心豊かで安心・安全な暮らし 海岸沿いを砂浜にし、沖縄一周散歩ができる整備 沖縄らしさが残る島 1 |
交通インフラ 空港、施設、人材、環境などの整備 ハブ 2 ||

2030年 低炭素型社会 EV車の導入、低炭素型社会の構築 環境教育のモデル地区 2 ||
タクシーはすべてEV化 EV化 1 |

人・資源・観光が調和した交流型社会
今生きているお年寄りから話をきいて昔も取り入
れ、新しい、英語・中国語／おもてなしの心の教育を

島人も世界からの観光客も自然と共にわくわく超～
楽しく生活している

8 ||||||||

世界水準リゾート地
人材育成、自然環境の保全、伝統文化の再発見
（再確認、再生）、新たな魅力の創造

沖縄の普遍の価値・財産を守りつつ、観光客にア
ピールできる沖縄＝いつまでも住みたい沖縄

2 ||

早期の基地返還を実現し、基地跡地を国際リゾート
として整備

世界中の人々から愛される国際的なリゾート 2 ||

県民意識向上
できる範囲で少しずつ考える。人が変革し、創造豊
かにくらせる様に夢を持たせる。人を巻き込み、魅
せることの楽しさを楽しむ。シンプルに理由がある

人が観光資源の根本 3 |||

交通インフラ 小型超電導船の開発 台風や渋滞のない移動手段を持つように 1 |
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『沖縄観光の20年後を考えるワールドカフェ　in那覇』アンケート集計表　 沖縄観光の未来を考える会

＃ Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ 業種 年代 性別
会員で
すか？

今日の会議の感想をお聞かせくださ
い。

沖縄観光の未来を考える会の活
動に期待することがあればお聞
かせください。

あなたは、20年後の沖縄観光のため
に、今日から何を実行できると思いま
すか？

1 会員 観光に対して、分野は異なっていて
も、意識レベルの高い人々が集まっ
ているので。集約された意見もすぐに
VISIONになっている。今後はもっと、
普通の県民が沖縄の未来について、
その後となる観光産業について考え
る機会をもっと増やすには、どうした
らいいか考えさせられた。

”沖縄観光”について”外”の人々
の意見、つまり海外や県外の
人々の視点をもっと取り入れてほ
しい。

沖縄の魅力をもっと、知って、もっと大
切にしていきたい。それを子どもたち
に伝えていきたい。自然は、人間が壊
すことができたとしても、人間が作るこ
とはできないもの。何より大切に守る
べき自然について、より深く関わって
いきたい。

その他 ５０代 男性

2 会員 初参加でしたが、楽しくできました。 実際に提言等の作成をお願いし
たい

意識を変える その他 ４０代 男性

3 会員 県外から見た沖縄の意見にいろいろ
気付かされるものがあり明日からの沖
縄の見る目が良い意味で変わってゆ
けそうです。

今回のように、他の業種の方々と
の意見交換がとても勉強になった
ので、これからも続けてほしい。

意識の変化と言葉（方言）、文化の伝
承

観光施設・土産品等 ３０代 男性

4 会員 とても有意義でした 未来は、自らの手で創ることも県
民に伝えていきたい。

観光施設・土産品等 ３０代 男性

5 会員 課題（沖縄県が取り組むべき）が、多
角的に認識できた。

ゴミ拾い、会話 観光施設・土産品等 ３０代 男性

6 会員 いろいろな意見が聞けて勉強になっ
た

県知事なども一度呼んでみては ゴミ拾い（クリーンナップ） 観光施設・土産品等 ２０代 男性

7 会員 観光に従事するものとしての、未来に
ついて考える事がいかに大事が考え
られるきっかけとなった。

若年層の育成を具体的に活動い
ただきたい

環境を守るために、ゴミ拾い・出さない
ようにする。

県内交通 ３０代 男性

8 会員 話し合っていくうちに、蓄積され新し
いアイディアが生まれてくるのが非常
に面白かった。

年代別部会等があって、様々な
年代の方の意見が集約される場
もあると良いかと思います。また、
こういったワールドカフェや運営
会議に参加できない遠方の方の
意見集約の場として会員制での
WEBページ活用があるとより良い
意見と力になると思います。

環境保全のため、クリーンアップ活動
かエコな商品利用と啓発。また沖縄の
魅力をあまり知らない友人・知人に沖
縄の魅力を芋の根的に伝える場を作
ります。

行政・観光協会 ２０代 男性

9 会員 インタラクティブな議論ができとてもよ
かった。但し、一部では話している
テーマが拡散しすぎてやや話にくそ
うな人もいたので、各カフェで話こと
のガイダンスは、もう少し親切にして
も良かったのではないか。

会員外の多くの人に向けた情報
発信の充実

できるだけ多くの島を訪れ、多くの人と
話をして、一緒に観光の未来を考えて
行政施策したい。

行政・観光協会 ４０代 男性

10 会員 前回よりも参加者の意識が高かった
と感じます。学生を入れて再度やりた
い

いつも情報ありがとうございます。
これからも会議など連絡等頂けれ
ばと思います。

未来の予言が実現するように、毎日口
に出して小さいことからはじめます。

宿泊関係 ４０代 女性

11 会員 少々身構えてしまいましたが、ざっく
ばらんにいろいろな意見をぶつける
ことができるのには、びっくりしまし

会合を首里城や海が見える場所
でやるのもいいと思う。

クリーンアップと意識改革 宿泊関係 ２０代 男性

12 会員 メンバーチェンジの中で楽しく初めて
の経験する会議で良かった

まず、自分の廻りでできることを始めて
行きたい。

宿泊関係 ４０代 男性

13 会員 初めてでしたがすごく楽しかった。い
ろいろな方と話ができ、意義がある。
是非次回も参加させて頂きたい。

もちろんこれからもういった機会を
設けてほしいです。もっと色んな
方面にアピールした方がいいで
す。

エコは日々実行中。英語も少し勉強し
ているのでこれから前に進みましょ
う！

宿泊関係 ３０代 女性

14 会員 いろいろな意見を聞くことができ、と
ても楽しかった。参考になる意見が多
く、個人でできること、会社としてでき
ることに取り組んでいきたい。

今後もこのような場を多く開催して
いただきたい。

外への沖縄アピール（県民でも沖縄
のことを知らない人が多い）沖縄のこと
を発信していくこと

宿泊関係 ３０代 男性

15 会員 観光業界に限らず、多業種の方々と
意見交換ができたことは、非常に勉
強になった。

ワールドカフェ等で集約した意見
を活用できる場所へ提言し、実行
実現してほしい

環境保全（身近なゴミ拾い、ごみを出
さない等）子どもたちの伝統文化、行
事、芸能の伝達

宿泊関係 ３０代 男性

16 入会したい 途中からの参加であったが、十人十
色の意見を聞くことができ参考になっ
た。

沖縄のリーディング産業として、
発展する島として提言を期待して
いる。

観光産業発展に観光は欠かせない産
業なので、観光客に親切に街をきれ
いにすることを取り組みたい。

その他 ３０代 男性

17 入会したい いろいろと発想がでて、面白かった。 様々な発想で未来会をとらえ沖
縄観光未来について考える場が
欲しい

観光教育・環境教育・生活教育 その他 ４０代 男性

18 入会したい 楽しくが会議に参加できた。様々な
観点や視点から沖縄環境産業の２０
年後のビジョンが少し見えてきたよう
な気がする。これからも続けていくこと
で、もっと具体的なプランが作れると

今後も継続していくことで、何らか
県民の意識改革や観光発展に具
体的な形としてなっていくよう期待
しています。

沖縄の文化伝承、知識などの増やし
ていきたいと思います。

その他 ４０代 女性

19 入会したい どのように考えていくのか分らなかっ
たが、会議のあり方は重要と思いまし
た。とてもよかったです。少し先が見
えたと思います。

気づきを気付かせる会にしてほし
い。

毎日、創造すること 観光施設・土産品等 ３０代 男性

20 入会したい ワールドカフェの威力はすごい、異
業種間のトークは新鮮かつ有意義

車を使わずなるべく歩く。地元の友人
に沖縄を宣伝する

行政・観光協会 ２０代 男性

21 入会予定なし 同じテーマの対論を新しいアプロー
チで決めにくいことに興味がありまし
た。大変楽しめた。

多様な者の意見を取り入れていく
この手法は素晴らしいと思う。今
後もこの方向で進めていただきた
い。

自分の仕事でもあるので自然環境の
保金と沖縄の振興との両立に向けて
努力していきたい

行政・観光協会 ５０代 男性

22 入会予定なし 明るい沖縄、誇れる沖縄になれる
ことを期待しています。

環境などでゴミ拾いなど今からでもで
きることを行っていきたい。

宿泊関係 ２０代 男性
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